
第８６５回宮城県教育委員会定例会日程

日 時：平成２７年４月１５日（水）午後１時３０分から

場 所：県行政庁舎１６階 教育委員会会議室

１ 出 席 点 呼

２ 開 会 宣 言

３ 第８６３回，第８６４回教育委員会会議録の承認について

４ 第８６５回教育委員会会議録署名委員の指名

５ 教育長報告

（１）「東日本大震災における学校等の対応に関する再調査と『みやぎ学校安全 （スポーツ健康課）

基本指針』改訂を求める請願」への対応について

６ 議 事

第１号議案 宮城県産業教育審議会委員の人事について （高 校 教 育 課）

第２号議案 高等学校入学者選抜審議会委員及び専門委員の人事について （高 校 教 育 課）

７ 課長報告等

（１）宮城県教科用図書選定審議会への諮問について （義 務 教 育 課）

（２）平成２７年度特別支援学校高等部・専攻科入学者選考の結果について （特別支援教育室）

（３）平成２７年度宮城県公立高等学校入学者選抜に係る結果について （高 校 教 育 課）

（４）交通遺児等教育手当支給要領の改正について （スポーツ健康課）

（５）平成２６年度宮城県小・中・高等学校体力運動能力調査結果について （スポーツ健康課）

（６）宮城県生涯学習審議会への諮問について （生 涯 学 習 課）

８ 資料（配付のみ）

（１）教育庁関連情報一覧について （総 務 課）

（２）平成２７年３月高等学校卒業者の就職内定状況について （高 校 教 育 課）

（３）平成２９年度全国高等学校総合体育大会（南東北インターハイ）大会愛称・ （全 国 高 校 総 体 推 進 室）

スローガン・シンボルマーク・総合ポスター図案最優秀作品の決定について

（４）宮城県美術館特別展「杉戸 洋」展の開催について （生 涯 学 習 課）

（５）東北歴史博物館特別展「医は仁術」の開催について （文化財保護課）

９ 次回教育委員会の開催日程について

１０ 閉 会 宣 言
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宮城県教科用図書選定審議会への諮問について 

 

 

【諮問案】 

 

平成２７年４月  日 

 

宮城県教科用図書選定審議会委員長 殿 

 

 

   宮城県教育委員会 

 

 

平成２８年度使用教科用図書の採択について（諮問） 

このことについて，義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律（昭和３

８年法律第１８２号）第１１条第１項及び第１３条第２項の規定により，下記の事項

について貴会の意見を求めます。 

 

記 

１ 「教科書の採択に係る基本方針」の制定に関する事項 

 

２ 中学校において，平成２８年度から使用する教科用図書の採択基準及び選定資料

並びにその他指導助言等に関する事項 

  

３ 特別支援学校及び特別支援学級において，平成２８年度に使用する教科用図書

（学校教育法（昭和２２年法律第２６号）附則第９条の規定に基づく教科用図書）

の採択基準及び選定資料並びにその他指導助言等に関する事項 

課長報告（１） 
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教科書の採択に係る基本方針（案）

宮城県教育委員会

教科書は，教育課程の構成に応じて組織配列された教科の主たる教材として全ての

児童生徒が用いるものであり，教育上極めて重要な意義をもつことを踏まえ，下記の

方針により，別に定める採択基準等に基づいて教科書の採択にあたるものとする。

記

１ 教育基本法や学校教育法に示された教育の目標を踏まえるとともに，学習指導要

領が掲げる「生きる力」をはぐくむという理念に沿った教科書を採択すること。

２ 宮城県教育振興基本計画で示された「目指す姿」等を踏まえるとともに，各採択

地区の自然や文化等の諸条件及び学校の特色や実態を考慮して，児童生徒に適した

教科書を採択すること。

３ 採択の手続き等は，法令等の趣旨や内容に基づいて適切に進めるとともに，教科

書の十分な調査研究の結果を踏まえて，適正かつ公正に行うこと。

４ 教科書の選定の過程においては，保護者等の意見が反映されるように配慮し，開

かれた採択の推進に努めること。

５ 各採択権者は，静ひつな採択環境の確保に努めるとともに，採択結果及び採択理

由等を積極的に周知・公表するなど，透明性の一層の向上を図ること。
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（案）

平成２８年度使用教科用図書（中学校）採択基準

１ 記述内容に関すること

（１）学習指導要領に示されている教科等の目標を的確に反映しているか。

（２）県教育委員会の「学校教育の方針と重点」の趣旨の実現に対応しているか。

（３）生徒の心身の発達段階を考慮し，学習意欲を高めるように工夫されているか。

（４）内容を精選して，学習内容の充実と発展を図ることができるように工夫されて

いるか。

（５）内容や資料に偏りがなく，資料の出所，出典が明示されているか。

２ 組織と配列に関すること

（１）内容が組織的，系統的に配列され，学習の効果があがるよう配慮されているか。

（２）教科等の目標を踏まえて，各章，各節のねらいが明確で内容のまとまりがあるか。

（３）基礎的・基本的な事項と発展的な事項が適切に配列されているか。

（４）内容の分量や区分が，各学校の年間指導計画に広く対応できるか。

（５）教材の配列が，生徒の生活や地域の実態に広く対応できるか。

３ 学習と指導に関すること

（１）基礎的・基本的な知識・技能の習得，思考力・判断力・表現力等の育成及び主

体的な学習態度の形成をすすめられるよう配慮がなされているか。

（２）生徒の経験や興味を大切にし，学習の動機付けや自主的な学習を促すよう配慮

されているか。

（３）生徒の多様な能力や特性に広く対応できるか。

（４）他教科や総合的な学習の時間等との関連に配慮されているか。

（５）学習の手引き，挿絵，図表，写真等は適切に配置されているか。

４ 表現と体裁等に関すること

（１）表記，表現が学年に応じて適切であるか。

（２）生徒が親しみや魅力を感じるよう配慮されているか。

（３）活字の大きさや字体は適切で，色彩，印刷は鮮明で見やすいか。

（４）図表等の大きさや配置，レイアウトやバランスが適切であるか。

（５）製本は体裁がよく堅ろうであり，環境への配慮があるか。
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平成２７年度宮城県教科用図書採択事務日程（予定） 

 

月  日 事   務   内   容 備  考 

４月１５日（水） 
○教育委員会４月定例会 

 ・教科用図書審議会の諮問事項について 
 

４月２３日（木） 
○第１回教科用図書選定審議会 

 ・諮問事項に関する協議 
 

５月１日 

５月８日 

５月１２～１５日 

○教科用図書選定審議会専門委員による専門事項の調査 

・中学校用図書，一般図書（特別支援学校・学級用） 

県教育委員に

よる教科書の

調査研究 

５月２７日（水） 
○第２回教科用図書選定審議会 

 ・諮問事項等に関する協議 

６月１日（月） ○答申 

６月３日（水） ○教科用図書採択事務担当者会議 

６月４日（木） 
○採択基準，選定資料の市町村教育委員会，県立特別支援学

校，採択地区協議会，私学文書課等への通知（県教委） 

６月上旬 ○教科用図書採択事務説明会 

６月１９日(金) ～ 
○教科書展示会（県教委） 

 ・各教科書センターにおいて１４日間実施 

６月～８月 

○専門事項の調査研究 

 ・採択地区協議会・専門委員会（市町村立中学校） 

 ・教科用図書選定調査委員会（県立中学校） 

・県立特別支援学校使用教科書採択検討会議（県立特別支

援学校） 

７月～８月 

○採択の決定 

 ・市町村教育委員会（市町村立中学校） 

 ・県教育委員会（県立中学校） 

 ・県教育長（県立特別支援学校） 

８月下旬 
○各市町村教育委員会及び県立中学校，県立特別支援学校か

ら報告された教科書需要数の集計（県教委） 
 

８月３１日 ○教科用図書選定審議会委員任期終了  

９月 ○教科書需要数を文部科学省に報告（県教委）  
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教科用図書採択の流れ（市町村立義務教育諸学校）

県教育委員会

（採択の基本方針・採択基準・選定資料決定）

⑤

教 ⑥ ①諮問 指

科 ④答申 導

書 ・

需 教 科 用 図 書 選 定 審 議 会(20人） 助

要 （採択の基本方針・採択基準・選定資料審議） 言

数 ・

報 教 ②調査依頼 援

告 科 ③調査報告（採択基準・選定資料等） 助

書

展 教科用図書選定審議会専門委員

示 (専門事項の調査)

会

開

催

【採 択 地 区】

市 町 村 教 育 委 員 会

（使用教科書決定） 採択の基本方針

県採択基準

選定資料通知

(③単独・共同採択)

採 択 地 区 協 議 会

（協議し種目ごとに一つの教科書採択） 採択の基本方針

（単独採択３地区 共同採択５地区」） 県採択基準

選定資料通知

① 調査依頼

② 調査報告（各個別教科書の特徴等）

採択地区協議会専門委員会

(各教科書に関する専門事項の調査)

（単独採択３地区 共同採択５地区」）
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教科用図書採択の枠組み（県立中学校） 

 

 

 

 

                   ① 諮 問 

                                      

                     ③ 答 申  

                                     採択基準等 

                      

                                                            

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧
審
査
依
頼 

⑩
報 

告 

宮 城 県 教 育 委 員 会 

 

 

教科用図書選定調査委員会(各県立中学校) 

（委員数 20人以内） 

（各県立中学校の校長を委員長とし，同校教員，併設高

校教員，総合教育センター指導主事，市町村立中学校

教員及び教育事務所指導主事のうちから教育長が任

命又は委嘱したもので組織）                     

①③・・・・・義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律 第 13条 2項 

義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律施行令 第 9条 第 2項 

⑥・・・・・・県立中学校教科用図書選定調査委員会設置要綱 第 2条 

⑨・・・・・・宮城県立学校の教科書採択に係る審査委員会設置要綱 第 2条 

⑪⑫・・・・・義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律 第 13条 第 3項 

               

 

⑪ 採択案の作成（教育長 8月上旬）   

⑥ 調査，研究，選定希望及び理由のとりまとめ 

（4月～7月上旬） 

教科用図書選定審議会 

 

       

⑤ 教科書目録の送付(4月) 

研究用教科書の送付(4月) 

基本方針の通知(6月) 

採択基準・選定資料 

の通知(6月) 

② 採択の基本方針・基準･選定資

料審議 

（第 1回：4月，第 2回：5月） 

宮城県立学校の教科書採択に係る審査委員会 

（高校教育課長，教育庁関係課室指導主事などで 

組織し外部有識者を交えて審査） 

⑦
提 

出 

 
 

⑨ 選定希望の審査 （7月下旬） 

⑫ 議事・採択決定（教育委員会 8月） 

④ 採択の基本方針・基準・選定資料(6月)  
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 （H27.4.１現在）

受検
者数

合格
者数

受検
者数

合格
者数

受検
者数

合格
者数

入学
者数

普 通 科 3 11 1 1 0 0 0 0 1 1 1 ○
保健理療科 3 8 1 1 0 0 0 0 1 1 1 ○

小　計 － 19 2 2 0 0 0 0 2 2 2
産業工芸科 3 8 6 6 0 0 0 0 6 6 6 ○
機械システム科 3 8 1 1 0 0 0 0 1 1 1 ○

被 服 科 3 8 3 3 0 0 0 0 3 3 3 ○

理 容 科 3 8 1 1 0 0 0 0 1 1 1 ○
小　計 － 32 11 11 0 0 0 0 11 11 11

肢体 船岡支援学校 普 通 科 3 20 9 9 0 0 0 0 9 9 9 ○
西多賀支援学校 普 通 科 3 11 2 2 0 1 1 0 3 3 3 ○
山元支援学校 普 通 科 3 3 2 2 0 0 0 0 2 2 2 ○

－ 85 26 26 0 1 1 0 27 27 27

光明支援学校 普 通 科 3 60 61 61 0 61 61 61
石巻支援学校 普 通 科 3 46 30 30 0 3 3 0 33 33 33 ○
気仙沼支援学校 普 通 科 3 22 14 14 0 1 1 0 15 15 15 ○

名取支援学校 普 通 科 3 38 22 22 0 1 1 0 23 23 23 ○
角田支援学校 普 通 科 3 27 16 16 0 4 4 0 20 20 20 ○

迫 支 援 学 校 普 通 科 3 27 18 18 0 0 0 0 18 18 18 ○

金成支援学校 普 通 科 3 24 18 18 0 0 0 0 18 18 18 ○
古川支援学校 普 通 科 3 35 28 28 0 0 0 0 28 28 28 ○
山元支援学校 普 通 科 3 19 4 4 0 2 2 0 6 6 6 ○
利府支援学校 普 通 科 3 43 40 40 0 0 0 0 40 40 40 ○
小松島支援学校 普 通 科 3 32 32 32 0 32 32 32

岩沼高等学園 産業技術科 3 40 68 45 23 68 45 45
小牛田高等学園 普 通 科 3 24 19 19 0 4 4 0 23 23 23 ○

－ 437 370 347 23 15 15 0 385 362 362

－ 522 396 373 23 16 16 0 412 389 389

受検
者数

合格
者数

受検
者数

合格
者数

受検
者数

合格
者数

入学
者数

理 療 科 3 8 4 3 1 0 0 0 4 3 3 ○
保健理療科 3 8 4 4 0 0 0 0 4 4 4 ○

小　計 － 16 8 7 1 0 0 0 8 7 7
産業工芸科 2 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ○
機械システム科 2 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ○

被 服 科 2 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ○
理 容 科 2 8 1 1 0 0 0 0 1 1 1 ○

小　計 － 32 1 1 0 0 0 0 1 1 1

－ 48 9 8 1 0 0 0 9 8 8

※不合格となった生徒については，いずれも次の進路が決定している。

知
的
障
害

特別支援学校(知的障害)小計

合　　　　　　計

募
集
定
員

②第二次 合　　計

視覚

平成２７年度特別支援学校高等部・専攻科入学者選考の結果について
《　高等部　》

《　専攻科　》

障
害
種
別

病弱

視覚

聴覚

視覚支援学校

聴覚支援学校

備　考
(二次
募集実
施状
況)

不
合
格
者
数

不
合
格
者
数

募
集
定
員

修
業
年
限

学　科

合　　計①第一次

備　考
(二次
募集実
施状
況)

学 校 名 学　科

修
業
年
限

合　　　　　　計

聴覚支援学校聴覚

視覚支援学校

学 校 名

特別支援学校(視・聴・肢・病)小計

障
害
種
別

①第一次
不合
格者
数

不合
格者
数

②第二次

課長報告（２） 

-7-



１　総　括

平成２７年度 平成２６年度

  中学校卒業予定者数 (平成26年5月1日現在) 21,756 22,011

  募    集    定    員 (a)　 14,920 15,080

154 153

募集人数 　 4,828 3,598

出願者数 7,968 7,571

出願倍率 1.65 2.10

欠席者数 31 26

受験者数 7,927 7,542

受験倍率 1.64 2.10

合格者数 (c)　 4,627 3,429 163 (0) 102 (2)

募集人数 142 142

出願者数 95 86

合格者数 　　　　　　　 (d) 92 79

募集人数 10,047 11,419

出願者数 12,228 13,771

出願倍率 1.22 1.21

特例措置出願 1 0

欠席者数 190 159

受験者数 12,039 13,612

受験倍率 1.20 1.19

合格者数 (e) 　 9,243 10,602

募集人数 809 823

出願者数 243 206

受験者数 243 202

合格者数 (f)　 212 164

　　全　合　格　者　数 (b＋c＋d＋ｅ＋f）　 14,328 14,427

　　充　足　率  (%) ((b＋c＋d＋ｅ＋f)/a *100)　 96.0 95.7

平成２７年度 平成２６年度

募集定員 450 450

募集人数 450 450

出願者数 74 113

受験者数 74 113

合格者数 74 113

55.8 49.7

課長報告（ ３ ）

93 99

558

302 296

497

124
第
二
次
募
集

535 602

112

109 121

0.39 0.37

0 0

11 11

329

340 346

0.41 0.39

連
携
型
選
抜

　　　　　　　　　↑　　　　　　　　　　　↑
　　　（注） （　　）内数字は，社会人特別
　　　　　 選抜合格者数で内数

後
期
選
抜

837 898

335

0.75 0.57

7 1

0.72 0.56

1,000 1,000

　併設型中学校から併設型高等学校への入学　(b)

前
期
選
抜

308 222

230

223 125

126

－

平成２７年度宮城県公立高等学校入学者選抜に係る結果について

全　日　制　課　程 定　時　制　課　程

9月実施

9月受付

50

平成２６年度平成２７年度

平成２７年度 平成２６年度

－

通　信　制　課　程　（ 一　期 ）

入
学
者
選
抜

通　信　制　課　程　（ 二　期 ）

37

37

37

50

9月実施

426 387
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２　学科別出願者数・合格者数等
(1) 全日制課程

中高一貫教育 第二次募集

出願者数 合格者数 合格率 出願者数 合格者数 合格率 進学者数 合格者数

1 普    通 9,560 4,797 2,668 55.6 8,228 6,253 76.0 237 108 9,266

2 農　  業 720 482 274 56.8 498 392 78.7 － 14 680

3 工　  業 1,600 1,043 597 57.2 1,268 944 74.4 － 14 1,555

4 商　　業 1,200 596 421 70.6 840 636 75.7 9 33 1,099

5 水    産 240 111 81 73.0 108 91 84.3 － 26 198

6 体    育 120 174 84 48.3 60 36 60.0 － － 120

7 英    語 80 37 28 75.7 81 52 64.2 － － 80

8 家    庭 120 63 42 66.7 106 68 64.2 － 0 110

9 看    護 40 19 12 63.2 43 28 65.1 － － 40

10 理    数 200 138 79 57.2 237 121 51.1 － － 200

11 美    術 40 71 20 28.2 37 20 54.1 － － 40

12 総　　合 960 415 305 73.5 702 584 83.2 － 17 906

13 福　　祉 40 22 16 72.7 21 18 85.7 － 0 34

計 14,920 7,968 4,627 58.1 12,229 9,243 75.6 246 212 14,328

※　中高一貫教育進学者数は，連携型選抜合格者数と併設型中学校から併設型高校への進学者数を合わせたもの

(2) 定時制課程

前期選抜 中高一貫教育 第二次募集

出願者数 合格者数 合格率 出願者数 合格者数 合格率 進学者数 合格者数

1 普  通 760 201 143 71.1 306 274 89.5 － 80 497

2 工  業 240 29 20 69.0 34 28 82.4 － 13 61

計 1,000 230 163 70.9 340 302 88.8 － 93 558

３　地区別出願者数・合格者数等（全日制課程）
中高一貫教育 第二次募集

出願者数 合格者数 合格率 出願者数 合格者数 合格率 進学者数 合格者数

1 刈田・柴田 1,320 665 428 64.4 865 761 88.0 － 33 1,222

2 伊　　　具 280 102 72 70.6 199 188 94.5 － 7 267

1,600 767 500 65.2 1,064 949 89.2 － 40 1,489

3 亘理・名取 1,000 499 311 62.3 925 678 73.3 － 8 997

4 仙  台  南 2,400 1,530 700 45.8 2,356 1,592 67.6 79 13 2,384

3,400 2,029 1,011 49.8 3,281 2,270 69.2 79 21 3,381

5 仙  台  北 2,920 1,670 904 54.1 3,083 2,017 65.4 － － 2,921

6 塩      釜 1,160 762 364 47.8 1,126 797 70.8 － － 1,161

7 黒      川 520 216 174 80.6 457 330 72.2 － 5 509

4,600 2,648 1,442 54.5 4,666 3,144 67.4 － 5 4,591

8 大      崎 1,280 587 395 67.3 712 625 87.8 75 44 1,139

9 遠      田 440 229 144 62.9 300 254 84.7 － 26 424

10 登      米 600 318 203 63.8 366 344 94.0 － 5 552

11 栗      原 600 251 208 82.9 300 296 98.7 － 5 509

2,920 1,385 950 68.6 1,678 1,519 90.5 75 80 2,624

12 石      巻 1,640 959 582 60.7 1,105 948 85.8 － 52 1,582

13 本      吉 760 180 142 78.9 435 413 94.9 92 14 661

2,400 1,139 724 63.6 1,540 1,361 88.4 92 66 2,243

14,920 7,968 4,627 58.1 12,229 9,243 75.6 246 212 14,328

北部地区

全合格者数

中部南地区

南部地区

 総        計

後期選抜
地　区 募集定員

前期選抜

東部地区

中部北地区

全合格者数募集定員

後期選抜
学  科 募集定員

学  科
後期選抜前期選抜

全合格者数
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４　学力検査の結果

（１）前期選抜

教科別得点・総点の平均及び最高等

（満点は各教科とも100点）

項目/教科等 国   語 数　学 英　語 総　点

平   均 69.7 52.0 65.2 186.9

最   高 100 100 100 291

最   低 7 0 2 23

前年度平均 69.9 56.3 62.5 188.7

平   均 42.0 16.2 25.9 84.1

最   高 92 59 91 225

最   低 11 0 3 28

前年度平均 48.6 16.8 26.6 91.9

（２）後期選抜

教科別得点・総点の平均及び最高等

（満点は各教科とも100点）

項目/教科等 国   語 数　学 社   会 英　語 理   科 総　点

平   均 60.0 54.5 65.1 68.7 59.2 307.6

最   高 94 100 100 100 100 480

最   低 0 0 6 6 4 53

前年度平均 63.2 53.3 55.5 52.6 57.2 281.9

平   均 30.8 15.3 33.7 28.9 28.8 137.5

最   高 76 61 73 79 62 322

最   低 5 0 9 6 2 46

前年度平均 37.2 14.1 23.4 22.1 24.2 121.3

５　東日本大震災に係る対応

合計

3,697

第二次募集

( 16.7 % )

3,353

(  20.3 % )

全
日
制

定
時
制

後期選抜

全
日
制

定
時
制

( 17.9 % ) ( 16.3 % )

( 15.8 % )

入学者選抜手数料の免除申請者数（下段は出願者数に対する割合）

平成２７年度入試

16
平成２６年度入試

1,413 1,872 68

(  4.8 % )

前期選抜・
連携型選抜

2,3051,376

( 17.0 % ) ( 14.9 % )
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６　学科別出願倍率

(1) 前期選抜（H24は推薦） (2) 後期選抜(H24は一般入試)

H27 H26 H25 H24 H27 H26 H25 H24

1 普    通 1.75 2.43 2.66 1.22 1 普    通 1.24 1.27 1.19 1.26

2 農　  業 1.67 1.91 1.70 0.45 2 農　  業 1.12 1.07 1.04 0.94

3 工　  業 1.73 1.70 1.91 0.89 3 工　  業 1.26 1.07 1.19 1.15

4 商　　業 1.32 1.92 2.21 0.96 4 商　　業 1.09 1.13 1.11 1.06

5 水    産 1.16 1.46 2.02 0.51 5 水    産 0.68 1.04 1.02 0.97

6 体    育 2.07 2.57 3.23 1.42 6 体    育 1.67 1.18 1.58 1.54

7 英    語 1.32 3.33 3.54 1.09 7 英    語 1.56 1.71 1.63 1.22

8 家    庭 1.31 2.06 2.03 0.92 8 家    庭 1.36 1.26 1.34 1.06

9 看    護 1.58 1.25 1.25 1.81 9 看    護 1.54 1.68 1.39 1.50

10 理    数 1.73 1.57 2.80 1.00 10 理    数 1.96 1.09 1.66 1.29

11 美    術 3.55 2.85 3.95 0.96 11 美    術 1.85 1.50 2.05 1.00

12 総　　合 1.18 1.00 1.33 0.60 12 総　　合 1.07 0.99 1.10 1.12

13 福　　祉 1.38 － － － 13 福　　祉 0.88 － － －

1.65 2.10 2.35 1.05 1.22 1.21 1.19 1.23

0.75 0.57 0.81 0.08 0.41 0.39 0.42 0.49

７　地区別出願倍率（全日制課程）

(1) 前期選抜（H24は推薦） (2) 後期選抜(H24は一般入試)

　 H27 H26 H25 H24 H27 H26 H25 H24

1.35 1.52 1.61 0.69 0.97 0.97 0.93 0.96

1.94 2.56 2.75 1.32 1.42 1.44 1.38 1.46

1.83 2.60 3.00 1.31 1.48 1.45 1.42 1.48

1.39 1.55 1.76 0.73 0.89 0.91 0.92 0.97

1.48 1.70 1.95 0.85 0.97 0.93 0.96 0.98

1.65 2.10 2.35 1.05 1.22 1.21 1.19 1.23

８　その他

(1)　高等学校入学者選抜審議会

　　第１回　７月開催予定

　　第２回　11月開催予定

(2)　平成２７年度公立高等学校入学者学力検査の分析結果

　　６月下旬発行予定

北部地区 北部地区

東部地区 東部地区

 総        計  総        計

南部地区 南部地区

中部南地区 中部南地区

中部北地区 中部北地区

定時制課程 定時制課程

地　区
出願倍率

地　区
出願倍率

学  科
出願倍率

学  科
出願倍率

全日制課程 全日制課程
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交通遺児等教育手当支給要領の改正について 

 

１ 改正の主旨 

 交通遺児等教育手当は，交通事故若しくは海難事故により，その父母が死亡した児童生徒

（小学生・中学生）の養育者に対して支給している手当である。 

 本制度に対しては，これまでも一般県民等から寄附金が寄せられていたが，平成２６年度

において，年間支給予定額を大きく上回る寄附金が寄せられたことから，この上回る寄附金

について一時金として支給できることとしたもの。 

 

２ 改正の概要 

 （１）現行（月額分） 

  ・交通遺児等が１人の場合は月額３，０００円，２人以上の場合は１人増える毎に月額

１，０００円を加算した額を支給している。 

  ・年３回（７月，１１月，３月）に分けて支給している。 

 （２）改正後（今回追加した手当（一時金分）） 

  ・交通遺児等教育手当への寄附金額が，年間支給予定額を上回った場合，「上回った金

額を交通遺児等の数で除して得た金額を，一時金として支給する。」こととした。 

  ・３月に月額分支給分と合わせて支給することとした。（３５，０００円／人） 

  ・支給対象者 当該年度の１２月末までに認定された者（平成２６年度対象者６３名） 

 

３ 平成２６年度手当支給額と寄附金額 

 
金   額 備   考 

月 額 分 支 給 総 額 １，９３０，０００円 

交通遺児等が１人の場合は月額３千円 

※２人以上の場合は１人増える毎に月額千円を

加算 

一 時 金 支 給 総 額 

（今回改正分） 
２，２０５，０００円 ３５，０００円／人×６３人 

寄 附 金 額 ４，０７６，７０７円 Ｈ２６年度寄附件数：９件 

 

課長報告（４） 
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平成２６年度 宮城県小・中・高等学校 

 体力・運動能力調査結果について（概要） 
 

１ 調査対象 宮城県内公立小・中・高等学校（全日制課程のみ）全学年男女児童生徒  

２ 調査時期 平成２６年５月～１０月中旬 

３ 調査方法 文部科学省「新体力テスト実施要項」に基づき９種目の測定データを収集  

 

 

握力（筋力）  上体起こし（筋力・筋持久力）  長座体前屈（柔軟性） 反復横とび（敏捷性） 

２０ｍシャトルラン・持久走（全身持久力）※１ ５０ｍ走（走能力/スピード） 

立ち幅とび（跳能力/瞬発力） ソフトボール・ハンドボール投げ（投能力/巧緻性，瞬発力）※２ 

※１ 中・高校生は２０ｍシャトルラン，持久走のどちらかを選択して実施する。  

※２ 小学生はソフトボール投げ，中・高校生はハンドボール投げを実施する。 

 

４ 調査結果の概要〔別冊「平成２６年度宮城県小・中・高等学校体力・運動能力調査報告書」参照〕  

 

（１）校種別の平成２６年度と平成２２年度（震災前）の結果比較から【報告書 P1】 

 

校 種  低下種目の割合  維持種目の割合  向上種目の割合  概      要  

小学校 
３６．５％ 

（３７．５％） 

３５．４％ 

（３２.３％） 

２８．１％ 

（３０．２％） 

・向上種目の割合よりも低下種目の割合が高くなっている。  

・握力，ボール投げはほとんどの学年で低下している。  

・長座体前屈，立ち幅とびは多くの学年の男子で低下している。 

中学校 
３１．５％ 

（４０．７％） 

１６．６％ 

（２９．７％） 

５１．９％ 

（２９．６％） 

・低下種目の割合よりも向上種目の割合が高くなっている。  

・握力，ボール投げは全学年男女で低下している。  

・上体起こし，反復横とびは向上している学年が多い。  

高等学校  
１６．７％ 

（２９．６％） 

２９．６％ 

（３８．８％） 

５３．７％ 

（３１．５％） 

・低下種目の割合よりも向上種目の割合が高くなっている。  

・握力，立ち幅とびは全学年男子で低下している。  

・反復横とび，５０ｍ走は全学年男女で向上している。  

 

（２）校種別の平成２６年度と平成２５年度（前年）の結果比較から【報告書 P2】 

 

校 種 低下種目の割合  維持種目の割合  向上種目の割合  概     要 

小学校 
１１．５％ 

（２７．１％） 

６５.６％ 

（３９．６％） 

２２．９％ 

（３３．３％） 

・維持種目の割合が最も高くなっている。  

・５０ｍ走，立ち幅とびは向上している学年が多い。  

・ボール投げは低下している学年が見られる。  

中学校 
１４．８％ 

（４０．７％） 

４８.２％ 

（４２．６％） 

３７．０％ 

（１６．７％） 

・低下種目の割合よりも向上種目の割合が高くなっている。  

・２０ｍシャトルラン，反復横とび，立ち幅とびは向上してい

る学年が多い。  

・握力は全ての学年男子で低下している。  

高等学校  
１６．７％ 

（５３．７％） 

５０．０％ 

（３７．０％） 

３３．３％ 

（  ９．３％） 

・低下種目の割合よりも向上種目の割合が高くなっている。  

・２０ｍシャトルラン，立ち幅とびは向上している学年が多い。 

・反復横とびは全ての学年男子で低下している。  

 

【測定種目】 

課長報告（５） 
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（３）中長期的結果比較から【報告書 P24】 

  

 中期的結果比較概要  長期的結果比較概要（５０ｍ走で比較）  

小学校  

・握力は，男女とも平成１５年度以降低下している。  

・ボール投げは，男子で平成２２年度以降低下し，女子は１

５年度以降低下が継続している。  

・上体起こし，反復横とび，２０ｍシャトルランは男女とも

平成１９年度以降向上傾向が見られる  

昭和６３年度をピークに平成１２年度まで低下していたが，そ

れ以降は低下に歯止めがかかり，向上傾向も窺わせたものの，

平成２１年度以降再び低下傾向を示した。平成２４年以降は，

その低下傾向に歯止めがかかりつつある。  

中学校  

・握力，ボール投げは，男女とも平成１５年度以降低下して

いる。  

・上体起こし，反復横とび，２０ｍシャトルラン，５０ｍ走

は，男女とも向上傾向が見られる。  

・長座体前屈は，女子で平成２２年度以降向上している。  

平成１２年度までは，上昇下降を繰り返しながらやや低下傾向

にあったが，平成１２年度以降向上傾向に転じた。  

高等学校  

 中学校と同様に平成１２年度までは，上昇下降を繰り返しなが

らやや低下傾向にあったが，平成１５年度以降は向上傾向にあ

る。女子は昭和６３年度頃から中学女子よりも記録が低下して

いる。  

 

５ 課題と懸案事項【報告書 P25】 

 （１）見えてきた課題 

① 小学校において，多くの項目が横ばい状態であり，向上傾向に至っていない。  

② 「握力」及び「ボール投げ」において低下傾向が続いている。  

 （２）懸案事項 

   ① 震災の影響について，今後も児童生徒の体力の動向を注視していく。  

② 長期的にみるとまだピーク時の水準に達していない。  

 

６ 平成２７年度の取組【報告書 P26】  

（１）「体力・運動能力向上に関する講習会」の開催  

  体力・運動能力調査結果を踏まえ，体育の授業改善や課題となる種目について，具体的な

指導法の講習や取組の情報交換を行うなど，各学校が課題解決に向けた取組を確実に行える

よう，年度当初の４月に県内２会場で各小学校悉皆研修として実施する。  

（２）「体力・運動能力向上出前研修会」の実施  

各教育事務所等が主体となって，当研修会を設定し，体育授業改善に資する運動の紹介や

「みやぎっ子！元気アップエクササイズ」等の指導を行うため，体力向上に係る指導教員を

希望する学校に派遣する。 

（３）なわ跳び広場の実施 

運動機会創出の一助とするため，広く県内で希望する小学校を対象に，なわ跳び運動に楽

しくチャレンジさせ，その結果をみやぎ「夢・復興」ジュニアスポーツパワーアップ事業の

ホームページ上で取りまとめ，随時公表する。２７年度は，長なわ跳びに加え，短なわ跳び

を実施する。 

（４）「宮城県小・中・高等学校体力・運動能力調査」報告様式（学校作成）の変更 

（一校一取組の実践の推進）【新規】 

  各学校が，体力・運動能力向上に向けた取組を実践するよう，小学校において平成２６年

度までの報告様式を変更する。 

（５）「宮城県小・中・高等学校体力・運動能力調査」報告書（県教委作成）の内容の充実  

 各学校が，体力・運動能力向上のための資料として活用できるように改善を図る。  
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課長報告（６） 

 
 

宮城県生涯学習審議会への諮問について 

 

１  諮問概要 

（１）諮問事項 

   今後の宮城県の生涯学習推進について 

（２）諮問理由 

    これまでの生涯学習の成果を活かした地域づくりや社会づくりに加え，平

成２３年３月に発生した東日本大震災の影響による環境の変化や震災から得

た学びや気づきを活かした生涯学習のあり方などを踏まえ，今後の宮城県の

生涯学習推進について諮問する。 

（３）諮問した日  

平成２７年３月２３日（月） 

 

２ 生涯学習に関する基本方針 

  平成 ４年１１月 宮城県生涯学習基本構想 

  平成 ８年 ３月 宮城県生涯学習振興計画（計画期間：平成８〜１２年度） 

  平成１３年 ３月 第２次宮城県生涯学習振興計画 

           （計画期間：平成１３〜１７年度） 

  平成１８年 ３月 第３次宮城県生涯学習振興計画 

           （計画期間：平成１８〜２２年度） 

  平成２２年 ３月 宮城県教育振興基本計画 

           （計画期間：平成２２〜３１年度） 

 

３ 今後のスケジュール（予定） 

  平成２７年 ５月～ 宮城県生涯学習審議会における審議（７回開催予定） 

             ・市町村等に対するアンケート調査の実施 

             ・関係団体からの意見聴取，現地調査の実施 

             ・パブリックコメントの実施 

平成２８年 ５月  答申 
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教
育
庁
関
連
情
報
一
覧
（
平
成
２
７
年
３
月
１
７
日
～
平
成
２
７
年
４
月
１
４
日
）

 
 

N
O

. 
概
 
 
 
要

 

１
 

○
本
県
ゆ
か
り
の
著
名
人
に
よ
る
「
み
や
ぎ
の
先
人
集
『
未
来
へ
の
架
け
橋
』」

朗
読
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
完
成

 

平
成
２
５
年
３
月
に
発
行
し
た
「
み
や
ぎ
の
先
人
集
『
未
来
へ
の
架
け
橋
』」

に
つ
い
て
，
当
該
先
人
集
に
収

録
さ
れ
て
い
る
話
を
，
本
県
ゆ
か
り
の
著
名
人
に
よ
る
朗
読
に
よ
っ
て
映
像
化
し
た
朗
読
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
完
成
し
た
。
 

【
概
 
要
】

 

対
 
象
 
主
に
小
学
校
５
，
６
年
生

 

 
 
 
内
 
容
 
・
先
人
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
先
人
２
６
名
分
を
収
録

 
 
 
 
 
 
 
 
・
朗
読
者
に
は
以
下
の
５
人
を
起
用

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
と
う
宗
幸
（
歌
手
・
タ
レ
ン
ト
），

杜
け
あ
き
（
女
優
），

山
寺
宏
一
（
声
優
・
俳
優
），

茅
根
利
安
（
舞
台

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
役
者
，
伊
達
武
将
隊
演
技
指
導
），

荒
井
真
澄
（
声
優
，
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
）

 
 
 
 
 
 
 
 
・
俳
優
に
よ
る
一
部
再
現
ド
ラ
マ
，
ゆ
か
り
の
地
，
関
連
資
料
，
書
き
起
こ
し
イ
ラ
ス
ト
の
撮
影
を
行
い
，
１
話

 
 
 
 
 
 
 
 
 
１
０
分
程
度
で
収
録

 
 
 
 
作
成
数
 
２
，
０
０
０
部

 
 
 
 
配
布
先
 
県
内
公
立
小
・
中
学
校
（
仙
台
市
含
む
），

高
等
学
校
，
特
別
支
援
学
校
，
各
市
町
村
教
育
委
員
会
，
公
立
図
書
館
，

 
公
民
館
図
書
館
，
適
応
指
導
教
室
，
そ
の
他
教
育
関
係
団
体
等
 
 
 
 

 
 
 
 
そ
の
他
 
・「

Y
o
u

T
u

b
e
＜
宮
城
県
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
報
資
料
室
＞
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
で
全
２
６
話
を
視
聴
可
能

 
 
 
 
 
 
 
 
・
宮
城
県
内
の
レ
ン
タ
ル
ビ
デ
オ
店
ゲ
オ
全
店
（
２
６
店
舗
）
に
て
，
無
料
レ
ン
タ
ル
実
施

 
（
平
成
２
７
年
３
月
２
０
日
か
ら
１
３
ヶ
月
間
を
予
定
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
義
務
教
育
課
）

 

２
 
 
 
 

 

○
宮
城
県
高
等
学
校
文
化
連
盟
日
本
音
楽
専
門
部
が

 
杜
の
都
信
用
金
庫

 
県
民
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演

  
  
 
  
  
 
  

 

 
 
白
石
高
等
学
校
，
宮
城
第
一
高
等
学
校
，
塩
釜
高
等
学
校
，
佐
沼
高
等
学
校
及
び
聖
和
学
園
高
等
学
校
の
５

 

校
が
加
盟
す
る
宮
城
県
高
等
学
校
文
化
連
盟
日
本
音
楽
専
門
部
の
皆
さ
ん
が
「
杜
の
都
信
用
金
庫

 
県
民
ロ
ビ
ー

 
 

コ
ン
サ
ー
ト
」
で
「
君
を
の
せ
て
」，
「
さ
ら
し
風
手
事
」
な
ど
の
箏
曲
の
演
奏
を
披
露
し
た
。

 

【
概
 
要
】

 

 
期
 
日
 
平
成
２
７
年
３
月
２
５
日
（
水
）

 

 
場
 
所
 
県
庁
１
階
の
県
民
ロ
ビ
ー

 

そ
の
他
 
当
該
専
門
部
は
主
に
合
同
研
修
会
や
定
期
演
奏
会
の
活
動
を
実
施
 
 
 
 
 
 
 

 

（
担
当
：
生
涯
学
習
課
）

 

資
料
配
付
（
１
）
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N
O

. 
概
 
 
 
要

 

３
 

 ○
宮
城
県
水
産
高
等
学
校
が
「
日
本
水
産
学
会
高
校
生
発
表
」
で
金
賞
お
よ
び
銅
賞
を
受
賞

 

県
水
産
高
等
学
校
が
，
日
本
水
産
学
会
春
季
大
会
に
お
け
る
「
高
校
生
に
よ
る
研
究
発
表
」
に
お
い
て
最
高

賞
で
あ
る
「
金
賞
」
お
よ
び
第
３
位
の
「
銅
賞
」
を
受
賞
し
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【
概
 
要
】

 

開
 
催

 
日
 
平
成
２
７
年
３
月
２
９
日
（
日
）
 

 

発
表
者
数
 
３
２
校
５
３
題

 

 
 
 
受
賞
研
究
 
①
金
賞
（
４
題
）
 

 
「
ホ
ヤ
の
利
用
拡
大
を
通
じ
た
専
門
高
校
連
携
に
よ
る
被
災
地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
」
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研
究
発
表
者
 
調
理
研
究
部
 
阿
部
永
遠
（
１
年
）
 
山
本
航
大
（
３
年
）

 

 
②
銅
賞
（
１
３
題
）

 
「
万
石
浦
（
宮
城
県
）
で
見
ら
れ
る
魚
類
の
東
日
本
大
震
災
前
後
の
変
化
」

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研
究
発
表
者
 
増
殖
研
究
部
 
渥
美
友
揮
（
２
年
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
高
校
教
育
課
）

 

４
 

○
宮
城
県
登
米
総
合
産
業
高
等
学
校
が
開
校

 

登
米
地
区
の
県
立
高
等
学
校
を
再
編
・
統
合
し
，
県
内
初
の
総
合
産
業
高
等
学
校
と
し
て
「
宮
城
県
登
米
総
合

 
 
 
 
 

産
業
高
等
学
校
」
が
開
校
し
た
。

 

【
概
 
要
】

 

 
名
 
称
 
宮
城
県
登
米
総
合
産
業
高
等
学
校

 

 
住
 
所
 
登
米
市
中
田
町
上
沼
字
北
桜
場
２
２
３
－
１

 

 
開
校
日
 
平
成
２
７
年
４
月
１
日

 

開
校
式
・
入
校
式
 
平
成
２
７
年
４
月
８
日
（
水
）

 

学
科
・
生
徒
数
 
１
年
生
：
農
業
科

(4
3

)，
機
械
科

(4
1

)，
電
気
科

(3
8

)，
情
報
技
術
科

(4
0

)，
商
業
科

(2
9

)，
福
祉
科

(3
4

) 
 
計
２
２
５
人

 

２
年
生
：
普
通
科

(5
5

)，
農
業
技
術
科

(1
2

)，
園
芸
ﾋﾞ
ｼﾞ
ﾈｽ
科

(1
5

)，
機
械
ｼｽ
ﾃﾑ
科

(2
7

)，
電
気
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ科

(1
7

)，
情
報
技
術
科

(2
3

) 
計
１
４
９
人

 

３
年
生
：
普
通
科

(4
6

)，
農
業
技
術
科

(2
2

)，
園
芸
ﾋﾞ
ｼﾞ
ﾈｽ
科

(1
1

)，
機
械
ｼｽ
ﾃ
ﾑ科

(2
8

)，
電
気
ｼ
ｽ
ﾃﾑ
科

(2
3

)，
情
報
技
術
科

(3
1

) 
計
１
６
１
人

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
合
計
５
３
５
人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（
担
当
：
高
校
教
育
課
）
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N
O

. 
概
 
 
 
要

 

５
 

 ○
柴
田
高
等
学
校
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
が
第
３
０
回
全
国
高
校
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
抜
大
会
で
優
勝

 

平
成
２
６
年
度
第
３
０
回
全
国
高
等
学
校
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
選
抜
大
会
で
優
勝
及
び
入
賞
さ
れ

た
柴
田
高
校
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
の
選
手
及
び
関
係
者
が
，
そ
の
報
告
の
た
め
４
月
１
４
日
（
火
）
に

県
を
表
敬
訪
問
し
た
。

 

【
概
 
要
】

 

大
会
名
 
平
成
２
６
年
度
第
３
０
回
全
国
高
等
学
校
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
選
抜
大
会

 

期
 
日
 
平
成
２
７
年
３
月
２
６
日
（
木
）
か
ら
３
月
２
９
日
（
日
）
ま
で

 

会
 
場
 
石
川
県
 
金
沢
市
総
合
体
育
館

 

結
 
果
 
優
 
勝
 
女
子
＋
７
５
ｋ
ｇ
級
 
粟
野
 
稚
佳
子

 

 
 
 
 
第
５
位
 
男
子
 
６
９
ｋ
ｇ
級
 
鳥
島
 
輝

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）

 
 

 



H26.3月末 H26.9月末 H26.10月末 H26.11月末 H26.12月末 H27.1月末 H27.2月末 H27.3月末 前年同月
増減

(当月－前年
同月）

98.6% 43.0% 67.7% 83.2% 90.0% 94.1% 97.3% 98.9% 98.6% 0.3%

98.9% 45.5% 69.6% 85.9% 92.0% 95.2% 98.1% 99.3% 98.9% 0.4%

98.2% 39.7% 65.2% 79.6% 87.3% 92.5% 96.1% 98.3% 98.2% 0.1%

96.6% － 71.1% － 88.8% － －

内訳

卒業者 19,869 20,019 19,988 19,967 19,957 19,945 19,932 19,917 19,869 48

進学希望者 14,786 14,811 14,872 14,963 14,959 14,946 14,935 14,900 14,786 114

臨時的仕事希望者 241 75 86 109 135 161 206 243 241 2

進路未定者 61 136 98 83 86 83 51 44 61 -17

就職希望者 4,781 4,996 4,931 4,808 4,777 4,755 4,740 4,730 4,781 -51

県内 4,069 4,189 4,112 3,950 3,909 3,885 3,855 3,845 4,069 -224

県外 712 807 819 858 868 870 885 885 712 173

職安・学校紹介 4,041 4,109 4,148 4,167 4,163 4,136 4,125 4,098 4,041 57

縁故・自営 371 192 215 214 213 235 248 265 371 -106

公務員 369 695 568 427 401 384 367 367 369 -2

就職内定者 4,713 2,149 3,339 3,999 4,300 4,473 4,610 4,677 4,713 -36

県内 4,006 1,622 2,640 3,215 3,478 3,625 3,736 3,798 4,006 -208

県外 707 527 699 784 822 848 874 879 707 172

職安・学校紹介 3,996 2,089 3,131 3,578 3,818 3,928 4,027 4,066 3,996 70

縁故・自営 352 60 111 127 143 189 221 245 352 -107

公務員 365 0 97 294 339 356 362 366 365 1

就職未内定者 68 2,833 1,592 809 477 282 130 53 68 -15

86 4,054 822 641 347 167 132 71 86 -15

【概況】　※（　）内は前年同月

① 就職内定率 ：９８．９％（98.6%）

② 進路希望の割合状況 ： 進　 学　７４．８％（74.4%）　 就   職　２３．７％（24.1%）

： 臨時的仕事１．２％（1.2%）　 未   定　　０．２％（0.3%）

③ 就職希望者の割合　 ： 県   内  ８１．３％（85.1%）　 県   外  １８．７％（14.9%）　

④ 県内外の内定率　　　 ： 県   内  ９８．８％（98.4%）　 県   外  ９９．３％（99.3%）　

⑤ 内定者の割合　　　　 ： 県   内  ８１．２％（85.0%）　 県   外  １８．８％（15.0%）　

⑥学科別内定率　　　   

⑦地域別内定状況

全国平均

平成２７年３月高等学校卒業者の就職内定状況（３月末現在）について

内
訳

内
訳

内定率

月間受験者数

男子

女子

学科別内定率 普通科 農業科 工業科 商業科 水産科 家庭科 その他 総合学科

平成26年度 98.5% 100.0% 99.4% 98.8% 100.0% 95.1% 100.0% 99.0%

平成25年度 97.6% 99.8% 99.9% 99.4% 100.0% 90.8% 100.0% 98.1%

地域別内定率 仙台 大和 石巻 塩釜 古川 大河原 白石 築館 迫 気仙沼

平成26年度 98.6% 95.0% 98.1% 99.6% 99.5% 98.8% 99.6% 100.0% 99.6% 99.6%
平成25年度 99.5% 98.0% 97.9% 100.0% 97.3% 99.2% 98.6% 98.9% 100.0% 99.6%

⑧宮城労働局発表　県内求人倍率（2月末現在）（職安学校紹介のみ，ただし支援学校・通信制含む）

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度
県内求人数 6,331 4,279 4,107 5,393 6,978 7,965 9,394
県内求職者数 4,130 3,540 3,520 3,076 3,519 3,544 3,462
求人倍率 1.53 1.21 1.17 1.75 1.98 2.25 2.71

資料配付（２） 
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平成２９年度全国高等学校総合体育大会（南東北インターハイ）大会愛称・ 

スローガン・シンボルマーク・総合ポスター図案最優秀作品の決定について 

 

◇大会愛称 

『はばたけ世界へ 南東北総体 2017』 
製作者：千葉 穂乃香（宮城県岩ケ崎高等学校 ２年） 

 
作 意 インターハイに出場する選手の中から、２０２０年の東京オリンピック 

など、世界にはばたく選手が数多く活躍する大会になってほしいという思 

いを込めました。 

 

◇スローガン 

 

『                』 
 

製作者 ： 安孫子 ゆい（山形県立寒河江高等学校 ３年） 

揮  毫 ： 吉川 実里  （山形県立寒河江高等学校 ２年） 

 

作 意 温かい支援を受け復興の歩みを進める東北で、選手の皆さんが全国の人 

との繋がりを感じながら、若さあふれる力を発揮し、多くの人を魅了する 

大会にしたいという思いを表現しました。 

 

◇シンボルマーク 

            製作者：花烏賊 裕介（山形県立山形工業高等学校 ３年） 

 
                    

 

 

◇総合ポスター図案 

           

 

◇総合ポスター図案 

 

製作者：角田 雪恵（福島県立会津高等学校 ３年） 

 
                    

 

作 意 南東北３県の県旗の色をもとに配色し、中心は花を 

イメージして、その周りは人と人との繋がりを表すこ 

とで、選手一人ひとりがそれぞれの花を咲かせ、多く 

の繋がりを生んでほしいという願いを込めました。 

作 意 輝く太陽に向かって高く遠くへ跳躍する姿に、勝利 

へと向かって躍進する選手一人ひとりの心情を込めま 

した。 

資料配付（３） 
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